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高
知
県
・
宿
毛
市
は
四
国
の
西
南
端
に
位
置
し
、
西
に
は
高
知
県
唯
一
の
有
人
離
島
沖
の
島
、
鵜う

来ぐ
る

島し
ま

が
あ
る
。
地
形
は
全
般

的
に
山
岳
・
丘
陵
地
帯
で
構
成
さ
れ
、
気
候
は
、
四
季
を
通
じ
て
温
暖
で
、
足
摺
宇
和
海
国
立
公
園
に
属
す
る
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
て
い
る
。
沖
の
島
、
鵜
来
島
は
日
本
有
数
の
磯
釣
り
の
メ
ッ
カ
と
し
て
多
く
の
釣
り
客
を
魅
了
し
、
近
年
は
日
本
屈
指
の
透

明
度
を
誇
る
海
と
し
て
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
を
集
め
た
。
ま
た
、
気
象
条
件
が
整
っ
た
冬
の
日
に
は
、
夕
日
が

宿
毛
湾
に
沈
む
と
き
に
だ
る
ま
の
よ
う
に
見
え
る
「
だ
る
ま
夕
日
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
宿
毛
市
で
、
令
和
６
年
度
か

ら
、
船
員
へ
の
住
民
税
の
減
免
（
個
人
市
民
税
均
等
割
り
の
２
分
の
1
）
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

高知県・宿毛市高知県・宿毛市高知県・宿毛市令和６年度から令和６年度から

船員の住民税減免実施船員の住民税減免実施

花咲港・気仙沼港・小名浜港花咲港・気仙沼港・小名浜港花咲港・気仙沼港・小名浜港

秋の味覚・サンマの豊漁を期待し秋の味覚・サンマの豊漁を期待し
サンマ棒受け網漁船が各港から出漁サンマ棒受け網漁船が各港から出漁

船
員
税
制

船
員
税
制 

７
番
目
の
自
治
体

７
番
目
の
自
治
体

道
東
支
部

　
８
月
10
日
、
根
室
船
団
は
花
咲

港
か
ら
船
主
、
家
族
、
関
係
者
が

見
守
る
中
、
出
漁
前
の
お
祓
い
・

お
清
め
式
を
執
り
行
い
、
海
上
安

全
と
豊
漁
満
足
が
祈
願
さ
れ
た
。

　
出
港
時
に
は
各
船
が
、
見
送
り

に
来
た
人
た
ち
の
期
待
に
応
え
る

よ
う
に
大
漁
旗
を
な
び
か
せ
、
出

漁
を
盛
り
上
げ
る
演
歌
を
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
響
か
せ
て
出
港
し
た
。

宿
毛
市
の

中
平
富
宏
市
長
の
コ
メ
ン
ト

　
四
国
の
西
南
端
に
位
置
す
る
宿

毛
市
は
古
く
か
ら
漁
業
が
主
要
産

業
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
重
要
港

湾
に
指
定
さ
れ
て
い
る
宿
毛
湾
港

は
、
四
国
西
南
部
に
お
け
る
物
流

や
防
災
の
拠
点
と
な
っ
て
お
り
、

海
と
の
深
い
関
わ
り
を
持
つ
中
で

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
本
市
に
と
っ
て
、

長
期
間
に
わ
た
る
船
上
で
の
勤
務

に
よ
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
享
受
が

制
限
さ
れ
る
市
民
の
方
に
対
し
ま

し
て
、
令
和
６
年
よ
り
個
人
住
民

税
の
減
免
を
開
始
し
ま
し
た
。
今

後
も
市
民
の
皆
さ
ま
が
抱
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
実
情
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
行
政
と
し
て
必
要
な
事
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

船
員
税
制

　
船
員
は
、
家
族
や
陸
上
社
会
と

離
れ
、
職
住
一
体
と
な
っ
た
特
殊

な
労
働
環
境
の
下
に
あ
り
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
受
益
が
一
定
程
度
制

限
さ
れ
て
い
る
。

　
船
員
の
住
民
税
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
２
年
度
（
平
成
24
年
度
）

の
国
土
交
通
省
税
制
改
正
要
望
の

審
議
の
中
で
、
総
務
大
臣
政
務
官

よ
り
各
自
治
体
の
裁
量
に
よ
る
減

免
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で

に
三
重
県
の
四
日
市
市
・
鳥
羽
市

・
志
摩
市
、
静
岡
県
の
焼
津
市
、

愛
媛
県
の
今
治
市
・
越
智
郡
上
島

気
仙
沼
支
部

　
８
月
８
日
、
気
仙
沼
港
か
ら
サ

ン
マ
棒
受
け
網
漁
船
が
道
東
へ
向

け
出
港
し
た
。
出
漁
式
に
は
豊
漁

を
願
い
、
乗
組
員
の
家
族
や
関
係

者
約
５
０
０
人
が
駆
け
付
け
た
。

　
菅
原
茂
気
仙
沼
市
長
か
ら
激
励

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
船
団
を
代

表
し
「
第
81
豊
清
丸
」
の
中
舘
捷

夫
漁
労
長
が
「
サ
ン
マ
で
気
仙
沼

に
活
気
を
戻
し
た
い
」と
応
え
た
。

町
の
６
自
治
体
が
個
人
住
民
税
均

等
割
り
の
２
分
の
１
を
減
免
す
る

措
置
を
実
施
し
て
お
り
、
宿
毛
市

は
７
番
目
の
自
治
体
と
な
る
。

　
本
組
合
は
、
海
洋
国
家
日
本
に

お
け
る
船
員
の
政
策
減
税
（
所
得

税
減
免
）
の
早
期
実
現
に
向
け
、

海
事
振
興
連
盟
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
団
体
や
関
係
議
員
と
連
携
し

取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
組
合

政
治
参
与
と
の
連
携
の
下
、
住
民

税
の
減
免
措
置
を
組
合
員
に
影
響

の
大
き
い
自
治
体
を
中
心
に
拡
大

す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

小
名
浜
支
部

　
８
月
10
日
の
サ
ン
マ
漁
解
禁
に

合
わ
せ
８
月
７
日
、
福
島
県
い
わ

き
市
小
名
浜
港
か
ら
北
海
道
に
向

け
、
サ
ン
マ
棒
受
け
網
漁
船
福
島

船
団
が
出
港
し
た
。
　
　
　

　
見
送
り
に
は
、
航
海
の
安
全
や

大
漁
を
願
う
大
勢
の
家
族
や
友

人
、
漁
業
関
係
者
が
駆
け
付
け
、

船
団
は
汽
笛
の
音
を
合
図
に
、
大

漁
旗
を
な
び
か
せ
て
出
港
し
た
。

宿毛市の中平富宏市長

船員税制を実施している自治体

三重県
四日市市 2014 年度～
鳥羽市 2016 年度～
志摩市 2020 年度～

静岡県 焼津市 2020 年度～

愛媛県 今治市 2021 年度～
越智郡上島町 2022 年度～

高知県 宿毛市 2024 年度～

高知県

香川県

徳島県

広島県

岡山県

愛媛県

太平洋

「第88盛勝丸」乗組員の皆さん「第88盛勝丸」乗組員の皆さん「第88盛勝丸」乗組員の皆さん
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道
東
支
部
＝
発
信

　
根
室
港
海
の
日
の
会
が
７
月
18

日
開
催
さ
れ
、
第
88
盛
勝
丸
（
株

式
会
社
盛
勝
水
産
）
の
長
野
重
巳

漁
労
長
が
、
会
長
表
彰
を
受
賞
し

た
。

　
乗
船
期
間
54
年
の
貢
献
に
際

し
、
根
室
船
頭
会
か
ら
推
薦
さ
れ

た
も
の
で
、
表
彰
式
当
日
は
大
型

サ
ン
マ
根
室
船
団
の
会
議
が
あ

り
、
長
野
さ
ん
は
出
席
で
き
な
か

っ
た
が
「
こ
れ
ま
で
仕
事
に
従
事

で
き
た
の
も
諸
先
輩
方
、
同
僚
、

後
輩
、
多
く
の
関
係
者
の
ご
指
導

と
家
族
の
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。

こ
れ
か
ら
も
サ
ン
マ
漁
業
の
発
展

に
貢
献
し
た
い
」
と
、
受
賞
へ
の

感
謝
と
力
強
い
気
持
ち
が
述
べ
ら

れ
た
。

鹿
児
島
支
部
＝
発
信

　
７
月
24
日
「
海
の
日
」
海
事
功

労
者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
鹿
児

島
県
内
で
は
27
人
と
２
団
体
が
表

彰
さ
れ
、
国
土
交
通
大
臣
表
彰
優

良
船
員
を
マ
リ
ッ
ク
ス
ラ
イ
ン
株

式
会
社
の
徳
永
広
秋
甲
板
長
、
九

州
運
輸
局
長
表
彰
優
良
船
員
を
マ

ル
エ
ー
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社
の
中

島
利
英
船
長
が
受
賞
し
た
。

　
受
賞
者
か
ら
は
「
大
変
名
誉
あ

る
表
彰
を
受
け
光
栄
。
今
後
も
船

員
の
模
範
と
な
る
よ
う
に
日
々
の

職
務
な
ら
び
に
、
安
全
運
航
・
作

業
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
お
礼

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

九
州
関
門
地
方
支
部
＝
発
信

▼
大
分
・
海
の
日
表
彰
式

　
７
月
15
日
に
開
催
さ
れ
、
海
事

功
労
者
と
し
て
国
道
九
四
フ
ェ
リ

ー
株
式
会
社
の
内
藤
雄
策
機
関
長

と
清
水
勝
明
主
任
の
２
人
が
表
彰

さ
れ
た
。

▼
福
岡
・
海
の
日
式
典

　
７
月
16
日
、
博
多
港
の
海
事
関

係
者
の
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
た
後
、

　
８
月
15
日
、
下
関
漁
港
を
拠
点

と
す
る
以
東
沖
合
底
曳
網
漁
船
12

隻
が
漁
の
解
禁
日
で
あ
る
16
日
を

前
に
一
斉
出
港
し
た
。

　
船
団
出
港
に
先
立
ち
、
航
海
の

安
全
と
大
漁
を
祈
願
す
る
出
港
式

が
開
催
さ
れ
、
乗
組
員
の
家
族
や

友
人
を
は
じ
め
、
漁
業
関
係
者
が

出
席
し
、
鏡
割
り
や
大
漁
三
唱
、

散
餅
式
が
行
わ
れ
、
出
港
式
を
盛

り
上
げ
た
。

　
出
港
時
は
、
下
関
市
役
所
吹
奏

楽
団
に
よ
る
演
奏
の
中
、
大
漁
旗

を
掲
げ
た
漁
船
が
、
家
族
や
漁
業

関
係
者
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
一

斉
に
汽
笛
を
鳴
ら
し
て
、
大
海
原

に
船
を
繰
り
出
し
た
。

　
船
は
見
島
沖
合
か
ら
長
崎
県
対

馬
周
辺
ま
で
の
海
域
で
来
年
５
月

末
ま
で
操
業
し
、
下
関
漁
港
が
水

揚
げ
日
本
一
を
誇
る
ア
ン
コ
ウ
を

は
じ
め
、
ア
カ
ム
ツ
、
カ
レ
イ
、

ヒ
ラ
メ
、タ
イ
な
ど
を
漁
獲
す
る
。

　
快
晴
に
恵
ま
れ
た
８
月
17
日
、

山
田
水
産
株
式
会
社
と
長
運
水
産

株
式
会
社
に
所
属
す
る
以
西
底
曳

網
漁
船
団
が
操
業
に
向
け
、
新
長

崎
漁
港
を
出
港
し
た
。

　
以
西
底
曳
網
漁
船
は
、
大
正
時

代
の
創
業
時
か
ら
こ
れ
ま
で
、
日

本
人
の
魚
食
文
化
・
食
卓
を
支
え

て
き
た
。
近
年
は
、
貴
重
な
漁
獲

物
の
鮮
度
を
保
つ
た
め
、
漁
獲
後

は
速
や
か
に
冷
水
に
浸
け
る
予
冷

作
業
を
行
い
、
最
適
な
温
度
に
保

た
れ
た
魚
艙
に
シ
フ
ト
、
早
急
に

操
業
を
繰
り
上
げ
て
水
揚
げ
す
る

こ
と
で
、
高
鮮
度
か
つ
高
品
質
な

レ
ン
コ
ダ
イ
や
ア
カ
ム
ツ
な
ど
の

魚
介
類
を
消
費
者
へ
届
け
て
い
る
。

　
出
港
時
間
に
な
る
と
、
岸
壁
に

は
見
送
り
に
来
た
家
族
や
漁
業
関

係
者
が
集
ま
り
、
船
の
安
全
運
航

と
大
漁
を
願
い
、
大
き
く
手
を
振

っ
て
「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
ー
い
」

と
声
を
響
か
せ
た
。

海
の
日
式
典
と
海
事
功
労
者
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
九
州
郵
船
株
式

会
社
の
中
野
和
久
機
関
長
・
山
内

哲
治
機
関
長
の
２
人
が
表
彰
さ
れ

た
。

▼
宇
部
市
・
海
の
日
記
念
式
典

　
７
月
16
日
に
開
催
さ
れ
、
漢
那

太
作
九
州
関
門
地
方
支
部
長
が
出

席
し
「
海
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
対

し
、
お
祝
い
を
申
し
上
げ
る
。
船

員
は
、
家
族
と
離
れ
、
自
然
環
境

の
中
で
、
日
夜
安
全
運
航
に
努
め

て
お
り
、
そ
こ
で
働
く
船
員
の
必

要
性
と
役
割
は
計
り
知
れ
な
い
こ

と
を
再
認
識
し
、
敬
意
を
表
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
最
後
に
船
舶
の

安
全
運
航
と
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を

祈
念
す
る
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

▼
北
九
州
・
海
の
日
表
彰
式
典

　
７
月
17
日
に
開
催
さ
れ
、
九
州

運
輸
局
長
表
彰
に
若
鶴
海
運
株
式

会
社
の
山
田
孝
仁
船
長
が
表
彰
さ

れ
た
。

　
ま
た
、
住
成
信
九
州
関
門
地
方

支
部
副
支
部
長
が
「
海
の
恩
恵
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
本
日
表
彰
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
お
祝
い
申
し
上
げ

る
。
更
な
る
海
事
産
業
の
発
展
と

海
事
思
想
の
普
及
の
た
め
、
関
係

者
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
を
賜
る
よ
う

お
願
い
し
、
航
行
安
全
と
皆
さ
ま

の
ご
健
勝
を
祈
念
す
る
」
と
祝
辞

を
述
べ
た
。

▼
下
関
・
海
の
日
記
念
式
典

　
７
月
19
日
、
下
関
金
毘
羅
宮

で
、
航
海
安
全
・
大
漁
祈
願
祭
、

殉
職
船
員
慰
霊
祭
を
執
り
行
っ
た

後
、
亀
山
八
幡
宮
儀
式
殿
で
、
海

の
日
記
念
式
典
と
魚
霊
慰
霊
祭
が

開
催
さ
れ
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、
関
釜
フ
ェ
リ

ー
株
式
会
社
の
大
伴
優
樹
一
等
航

海
士
、
西
部
タ
ン
カ
ー
株
式
会
社

の
酒
井
秀
次
機
関
長
、
髙
濵
裕
二

機
関
長
の
３
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

九州関門
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

以東沖合底曳網漁船以東沖合底曳網漁船
12隻が出港12隻が出港

長崎支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

以西底曳網漁船以西底曳網漁船
大漁目指し出港大漁目指し出港

北九州・海の日表彰式典で祝辞を述べる
住成信九州関門地方支部副支部長

左から国道九四フェリー株式会社の
清水勝明主任、内藤雄策機関長

宇部市・海の日記念式典で
祝辞を述べる漢那太作九州
関門地方支部長

第88盛勝丸の長野重巳漁労長
左からマリックスライン株式会社の徳永広秋

甲板長、マルエーフェリー株式会社の中島利英船長

関釜フェリー株式会社の
大伴優樹一等航海士

左から九州郵船株式会社の
山内哲治機関長、中野和久機関長

全国各地で全国各地で

海の日式典・表彰海の日式典・表彰
道東道東道東

九州九州九州
関門関門関門

鹿児島鹿児島鹿児島

九州関門九州関門九州関門
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８
月
４
日
、
海
員
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
を
ボ
ウ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
函

館
で
開
催
し
、
組
合
員
と
家
族
、

計
28
人
が
参
加
し
た
。
は
じ
め
に

松
本
順
一
北
海
道
地
方
支
部
長
兼

道
南
支
部
長
か
ら
主
催
者
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
組
合
員
家
族
の
山
崎

惠
実
ち
ゃ
ん
の
始
球
式
で
競
技
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
約
２
時
間
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
各
レ

ー
ン
で
歓
声
が
上
が
る
中
、
あ
っ

と
い
う
間
に
ゲ
ー
ム
終
了
と
な

り
、
結
果
は
２
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル

３
２
９
ピ
ン
で
、
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

フ
ェ
リ
ー
の
岩
舘
大
稀
さ
ん
が
優

勝
、
２
位
は
津
軽
海
峡
フ
ェ
リ
ー

の
浅
野
允
玲
さ
ん
、
３
位
は
同
じ

く
津
軽
海
峡
フ
ェ
リ
ー
の
山
崎
主

一
さ
ん
。
表
彰
式
は
参
加
者
の
温

か
い
拍
手
で
会
場
が
包
ま
れ
、
来

年
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
多
く
の
参
加

を
お
願
い
し
終
了
し
た
。

海員スポーツイベント海員スポーツイベント海員スポーツイベント

中・四国
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事
会社の会社の

垣根を越え垣根を越え
スポーツでスポーツで

交流交流

八戸支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事
来年も来年も

参加したい、参加したい、
組合員の声組合員の声

多数多数

沖縄支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

ジャンケンジャンケン
大会も大会も

盛り上がる盛り上がる

道南支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事
ゲーム白熱、ゲーム白熱、
２ゲーム２ゲーム
トータルでトータルで

競う競う

スポーツの秋スポーツの秋    各地でボウリング各地でボウリング

　
８
月
９
日
、
那
覇
市
波
之
上
の

サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
で
、
海
員
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
、
組
合
員
と

家
族
の
ほ
か
、
海
事
関
係
者
な
ど

70
人
が
参
加
し
た
。
は
じ
め
に
、

柴
田
哲
也
沖
縄
支
部
長
か
ら
「
皆

さ
ま
の
交
流
の
場
と
し
て
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
各
レ
ー
ン
で
熱
戦
が
始
ま
っ

た
。
沖
縄
県
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
が

盛
ん
に
楽
し
ま
れ
、
個
人
レ
ベ
ル

も
高
い
。
家
族
で
賑
や
か
に
ゲ
ー

ム
を
楽
し
む
チ
ー
ム
な
ど
、
終
始

和
や
か
に
ゲ
ー
ム
は
進
行
し
た
。

　
優
勝
は
共
和
マ
リ
ン
・
サ
ー
ビ

ス
の
上
間
恒
大
さ
ん
で
、
２
ゲ
ー

ム
合
計
４
３
６
ピ
ン
の
ハ
イ
ス
コ

ア
。
ま
た
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
も

盛
り
上
が
り
、
参
加
者
全
員
が
各

社
か
ら
協
賛
い
た
だ
い
た
商
品
を

ゲ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し

い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
と
な
っ
た
。

　
７
月
19
日
、
広
島
市
中
区
の
広

電
ボ
ウ
ル
で
海
員
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
、
現
場
組
合
員
と
家
族
24
人
が

参
加
し
た
。
は
じ
め
に
岡
本
裕
二

中
・
四
国
地
方
支
部
副
支
部
長

の
あ
い
さ
つ
と
ル
ー
ル
説
明
が

あ
り
、　
ゲ
ー
ム
開
始
に
当
た
り

組
合
員
家
族
の
木
原
万
結
ち
ゃ

ん
（
４
歳
）
を
は
じ
め
、
各
レ
ー

ン
の
代
表
者
が
始
球
式
を
行
っ
た

後
、
２
ゲ
ー
ム
の
ト
ー
タ
ル
ス
コ

ア
で
の
競
技
が
始
ま
っ
た
。

　
参
加
者
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
各
人
各
様

に
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
、
会
社
の

垣
根
を
越
え
て
交
流
を
深
め
た
。

　
ゲ
ー
ム
終
了
後
は
表
彰
式
を
行

い
、
優
勝
者
を
参
加
者
全
員
の
拍

手
で
た
た
え
た
。
最
後
に
中
国
海

事
広
報
協
会
の
板
敷
剛
事
務
局

長
か
ら
閉
会
の
あ
い
さ
つ
が
行
わ

れ
、大
会
は
成
功
裏
に
終
了
し
た
。

　
８
月
６
日
、
八
戸
市
の
ゆ
り
の

木
ボ
ウ
ル
で
沖
合
底
曳
網
漁
船
組

合
員
を
対
象
と
し
た
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
を
開
催
し
、
組
合
員
33
人
が

参
加
し
た
。
は
じ
め
に
甲
斐
忠
行

八
戸
支
部
長
か
ら
あ
い
さ
つ
と
ル

ー
ル
説
明
の
後
、
ゲ
ー
ム
を
開
始

し
た
。

　
ゲ
ー
ム
は
和
や
か
な
雰
囲
気
で

行
わ
れ
、
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア

な
ど
を
と
っ
た
時
に
は
各
レ
ー
ン

か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
、
盛

り
上
が
っ
た
。

　
結
果
は
、
福
島
漁
業
「
第
68
惣

寶
丸
」
の
瀬
田
石
武
さ
ん
が
ト
ー

タ
ル
３
６
８
ピ
ン
で
見
事
優
勝
を

飾
っ
た
。
組
合
員
か
ら
「
海
員
組

合
主
催
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
や
イ

ベ
ン
ト
は
、
来
年
も
参
加
し
た

い
」
な
ど
の
声
が
多
く
聞
か
れ
、

八
戸
地
区
で
初
め
て
開
催
し
た
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
は
、
無
事
に
終
了

し
た
。
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に
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　
救
命
胴
衣
試
着
体
験
で
は
、
実

際
に
船
に
備
え
ら
れ
て
い
る
救
命

胴
衣
を
着
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
わ
く
わ
く

し
な
が
ら
試
着
し
、
ま
た
、
海
上

保
安
庁
の
職
員
と
写
真
撮
影
を
行

う
家
族
も
多
か
っ
た
。

　
大
人
気
の
ブ
リ
ッ
ジ
見
学
で

は
、
船
長
の
操
舵
号
令
に
対
し

て
、
甲
板
手
が
素
早
く
対
応
す
る

光
景
に
、
子
ど
も
た
ち
が
拍
手
喝

采
。
船
長
か
ら
船
の
ド
ッ
ク
に
入

渠
中
の
船
体
の
写
真
や
、
プ
ロ
ペ

ラ
な
ど
の
船
体
構
造
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く

保
護
者
も
関
心
を
示
し
て
い
た
。

ま
た
、
中
日
海
洋
少
年
団
の
少
年

少
女
が
手
旗
信
号
を
実
演
披
露
し

た
ほ
か
、
手
旗
信
号
の
ク
イ
ズ
も

行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。

　
知
多
丸
で
中
部
国
際
空
港
付
近

を
見
学
し
、
約
３
時
間
の
周
遊

後
、
名
古
屋
港
ガ
ー
デ
ン
ふ
頭
へ

帰
港
・
着
岸
し
た
。
陸
上
で
経
験

で
き
な
い
体
験
を
し
た
参
加
者
は

　
天
候
に
恵
ま
れ
、
遠
く
に
入
道

雲
が
見
え
る
８
月
23
日
、
中
部
海

事
広
報
協
会
お
よ
び
日
本
モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
競
走
会
主
催
の
「
第
17

回
伊
勢
湾
発
見
ツ
ア
ー
」
が
名
古

屋
港
で
開
催
さ
れ
た
。
公
募
抽
選

で
当
選
し
た
小
中
学
生
と
保
護
者

２
１
６
人
は
、
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー

所
有
船
舶
「
知
多
丸
」
に
乗
船

し
、
名
古
屋
港
ガ
ー
デ
ン
ふ
頭
か

ら
、
中
部
国
際
空
港
付
近
を
周
遊

す
る
３
時
間
の
船
旅
を
楽
し
ん

だ
。

　
乗
船
セ
レ
モ
ニ
ー
冒
頭
、
中
部

海
事
広
報
協
会
の
市
川
良
文
事
務

局
長
か
ら
「
中
部
地
方
を
中
心
と

し
た
多
数
の
応
募
に
感
謝
す
る
。

こ
の
発
見
ツ
ア
ー
で
船
や
海
に
興

味
を
持
ち
、
港
湾
施
設
な
ど
を
学

ん
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
離
岸
作
業

時
は
、
ナ
ゴ
ヤ
シ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

の
無
駄
の
な
い
綱
外
し
作
業
や
、

補
助
推
進
器(

ス
ラ
ス
タ
ー)

の

力
で
船
体
が
横
移
動
す
る
よ
う
す

に
子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
で
、

普
段
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
面

笑
顔
で
下
船
し
、
第
17
回
伊
勢
湾

発
見
ツ
ア
ー
を
終
え
た
。

ガ
ー
デ
ン
ふ
頭
周
辺
＆
名
勝

　
名
古
屋
港
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

は
１
９
９
７
年
４
月
に
設
置
さ

れ
、
入
出
港
船
舶
に
対
し
、
港
内

お
よ
び
周
辺
部
の
気
象
情
報
や
交

通
情
報
を
提
供
し
、
管
制
水
路
に

お
い
て
管
制
業
務
を
行
っ
て
い

る
。

　
名
古
屋
港
は
横
浜
港
と
並
ぶ
日

本
最
大
級
の
貿
易
港
で
、
ガ
ー
デ

ン
ふ
頭
周
辺
を
地
元
で
は
「
名
古

屋
港
」
と
呼
ん
で
お
り
、
か
つ
て

南
極
探
検
で
活
躍
し
た
南
極
観
測

船
「
ふ
じ
」
が
係
留
さ
れ
、
庭
園

に
は
忠
実
な
働
き
者
だ
っ
た
調
査

犬
の
タ
ロ
、
ジ
ロ
の
像
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
名
古
屋
港
水
族

館
や
名
古
屋
港
ポ
ー
ト
ビ
ル
、
名

古
屋
海
洋
博
物
館
な
ど
見
ど
こ
ろ

も
多
い
。

　
ま
た
、
名
古
屋
港
か
ら
少
し
離

れ
た
と
こ
ろ
に
は
日
本
三
大
神
宮

の
ひ
と
つ
熱
田
神
宮
、
そ
し
て
金

鯱
城
の
異
名
を
持
つ
名
古
屋
城
な

ど
、
歴
史
あ
る
数
々
の
名
勝
も
あ

る
の
で
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
ほ
し
い
。

名古屋
支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事第17回第17回
伊勢湾発見ツアー伊勢湾発見ツアー
２１６人が知多丸で航海体験２１６人が知多丸で航海体験

名古屋港海上交通センター名古屋港海上交通センター名古屋港海上交通センター

名古屋城名古屋城名古屋城

南極観測船「ふじ」南極観測船「ふじ」南極観測船「ふじ」

名古屋港ガーデンふ頭名古屋港ガーデンふ頭名古屋港ガーデンふ頭

知多丸知多丸知多丸

中日海洋少年団が手旗信号を実演中日海洋少年団が手旗信号を実演中日海洋少年団が手旗信号を実演

乗船中乗船中乗船中

救命胴衣の着用救命胴衣の着用救命胴衣の着用

受付のようす受付のようす受付のようす

海から陸を眺め、海から陸を眺め、
船と港の役割を学ぶ船と港の役割を学ぶ

𡈽
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